
 

１ 単元設定の理由 

  日本は海に囲まれた海洋国家であり、その恩恵を生活の中のあらゆる場面で受けているが、海から離れた場

所に暮らす本校の児童は、その事をあまり実感できていない。海について考えたり調べたりすることで、海に

ついての知識を増やし、大切な海を守っていこうという態度を育む。 

 

２ 単元目標 

 ・調べたいことを一人一人考え、海に対しての興味・関心をもつ。 

 ・海のつくりや生物について理解する。 

 

３ 単元の評価基準 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

 海のつくりや構造、深さ、沿岸

の地形等について理解している。 

 海の生物の生態や食料、生息す

る環境について理解している。 

 海のつくりや生物についての問

題を見出し、自ら調べる計画を立

て、分かりやすいように表現して

いる。 

 海について考えることを通して

学習問題をつくり、主体的に調べ

る学習に取り組んでいる。 

 

４ 単元の指導計画 

時 学習活動 指導上の留意点 

１ 海について考える。 

・わたしたちの生活は海の恩恵を受けていること

を確認し、海について改めて考える。 

・生活の中で海と関係していることを具体的に

示す。 

２ 海のつくりについて学習問題をつくる。 

・一人一人自分で調べたいことや知りたいことを

考え、学習問題をつくる。 

 

３
・
４
・
５ 

海のつくりについて調べる。 

・パソコンや本などの資料を使って自らの問題に

対して調べる。 

 

６
・
７
・
８ 

調べたことをまとめる。 

・調べたことを分かりやすいようにまとめ、発表の

準備をする。 

 

９ 発表会をする。 

・それぞれが調べたことを発表する。 

 

１０ 海の生物について学習問題をつくる。 

・一人一人自分で調べたいことや知りたいことを

考え、学習問題をつくる。 

・葛西臨海水族園での見学を行うことを話す。 

５・６年 単元名「わたしたちの生活と海」（２５時間） 



１１ グループごとに、調べる計画を立てる。 

・何を調べたいかをグループごとに話し合い、見学

の計画を立てる。 

・学習問題の内容が似た児童同士をいくつかの

グループに分けておく。 

１２ 

・ 

１３ 

・ 

１４ 

・ 

１５ 

葛西臨海水族園で見学をする。 

・グループごとにそれぞれの問題にあった展示を

見学する。 

・海の生物に対して一層関心がもてるように、

水族園の方の話を聞ける機会をつくる。 

１６ 

・ 

１７ 

・ 

１８ 

・ 

１９ 

調べたことをまとめる。 

・グループごとに調べたことを模造紙にまとめる。 

・調べたことがよく伝わるように、ポイントを

しぼるように言葉をかける。 

２０ 発表の準備をする。 

・それぞれが話す内容を考える。 

 

２１ 発表会をする。 

・グループごとに調べたことを発表する。 

 

２２ 発表会の振り返りをする。 

 

・さらに調べてみたいことはないか考えるよう

言葉をかける。 

２３ 

・ 

２４ 

海中の微生物の観察をする。 

・顕微鏡を使って一人一人観察をする。 

・観察カードを記入する。 

・微生物がたくさんいそうなポイントで海水を

採集し、用意する。 

２５ 学習のまとめをする。 

・単元を通して学んだことを話し合う。 

・それぞれの考えがまとめられるように、ホワ

イトボードを用意する。 

 

５ 成果と課題 

 〇一人一人違った学習問題をつくることで、主体的に学習を進めることができた。 

 〇葛西臨海水族園を見学することで、普段は見られないものが見られたり、理解を深めたりすることができた。 

 〇グループごとに模造紙にまとめる活動を通して、より伝わりやすくするためにはどうしたらよいかを考え、

工夫する姿が見られた。 

 △見学のグループをつくるときに、人数の関係上、一人一人の問題にあったグループがつくれなかった。 

 △顕微鏡での観察のときに、教師の知識が十分でなく、見えている生物が何なのかをすぐに教えることができ

なかった。 








